
2014 年度ＡＯ入試課題(経済学部・A 方式) 

◇ 課題の作成に当たっては別紙の注意事項に従い、作成してください。 

 

課題 

二つの課題文のうち、一つを選択してください。選択した課題文よく読んでください。その後、そ

の要約、近年の動向、あなたの考えなどの下記の設問に答えてください。 

 

課題文１ 浅子・篠原編「入門・日本経済」有斐閣 p16-23 

   (第 2 節 日本と世界の分業と共生 2.1 世界の経済成長～2.3 アジア諸国との依存関係) 

課題文 2 浅子・篠原編「入門・日本経済」有斐閣 p27-36(p29 を除く) 

   （第 3節 経済大国の不安 3.1 低下する幸福感～3.3 格差の広がり、p29 コラムを除く） 

 

 

課題文１ 

(1) 課題文の要約を 1200 字以内でまとめなさい。 

 

(2) 財務省が公表している「国際収支状況」から、2012 年（平成 24 年、暦年）の日本の対外直接投

資(流出、流入、ネット)を調べて答えなさい。また、調べた本あるいはホームページ名も同時に答え

なさい。 

  キーワード：対外・対内直接投資の推移， 国際収支状況 

 

(3) あなたは、今後日本がアジアや他の世界の国々とどのような経済関係を持っていけばよいと考え

ますか。あなたの考えとその理由を 600 字以内にまとめなさい。 

 

 

課題文 2 

(1) 課題文の要約を 1200 字以内でまとめなさい。 

 

(2) 総務省統計局のホームページから2009年の日本と2004年のアメリカの等価可処分所得のジニ係

数を調べて答えなさい。また、調べた本あるいはホームページ名も同時に答えなさい。 

  キーワード：ジニ係数 総務省統計局 

 

(3)課題文では、日本経済において所得格差、地域格差が進んでいるとかかれています。このうち一

つの格差を取り上げ、その格差を是正するためにはどうしたら良いかを述べてください。あなたの考

えとその理由を 600 字以内でまとめなさい。 

 

  



作成上の注意事項 

 課題を作成するに当たっては以下の注意事項を守って作成してください。注意事項は裏面にもあり

ます。 

 

全体を通して 

1． 作成に当たって、レポート用紙への記入は「手書き」でも「ワープロで作成したものを貼り付

ける」のどちらでもかまいません。ワープロで作成した文書をプリントアウトして貼り付け

る場合は、はがれないようにしっかりとのり付けしてください。 

2． 課題に取り組む際には、インターネットや新聞・雑誌・本などで課題文にある内容について

調べてください。ただし、これらの文章を書き写した(盗作した)場合は厳重なペナルティを

課します。あくまでも自分の言葉で書いてください。 

 

課題に関して 

3． （1）の課題において、要約とは、課題文の要点を書き出すのではなく、短くまとめることを指し

ます。単なる書き写しではなく、できるだけ自分の言葉で 1200 字以内にまとめてください。 

4． （2）の課題については設問に記されている文献かインターネットで調べてください。インターネ

ットで調べる際には、設問の下にあるキーワードを検索サイトなどで検索すると調べることがで

きます。調べた文献またはホームページを 6 の参考文献の記入例に沿って記入してください。 

5． （3）の課題については課題文を読んで、設問に対するあなたの考えを 600 字以内でまとめてく

ださい。この設問に対する解答は一つだけではありません。自由な発想であなたが考えたアイデ

ィアとその理由をまとめてください。 

 

6． 課題を行うに当たって用いた資料を参考文献欄に必ず記入してください。記入の仕方は以下の通

りです。 

（新聞の場合）『北海道新聞』２００９年１２月３１日付朝刊 

（図書の場合）平澤亨輔他著,『拓銀破綻後の北海道経済 : 地域再生と金融の役割』,日本経済評論

社,2008 年 

（教科書の場合）『政治・経済』, 三省堂 

（ＨＰの場合）環境省「環境経済成長ビジョン～チャレンジ 25 を通じた経済成長～」

http://www.env.go.jp（ホームページアドレスは”……….jp”までを記入すること） 

 

 

課題に関する質問の受付 

7． 課題に関して質問がある場合、一度だけ受け付けます。レポート課題について、教員への直

接問い合わせたい場合は、9 月 25 日(水)から 9 月 28 日(土)までの期間に下記のメールアドレ

スから質問をしてください。なお、問い合わせ方法は、メールのみとします。件名欄に「AO

課題の質問」として、本文に質問内容を記入してください。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

問い合わせ先：hirasawa@sgu.ac.jp 

※経済学部の平澤が対応します。大学研究室のパソコンで使っているアドレスです。 

携帯電話からのメールの場合、パソコンからのメール受信を拒否する設定をしていると、

平澤からのメールを受信できませんので設定を変更してください。 


